
令和 4 年度 第 1 回 

グループホームたてがみの郷 運営推進会議 報告書 

日 時：令和 4 年 5 月 19 日（木）10：00～10：30 

場 所：竹下成果 

出席者：9 名（利用者家族 1 名、地域住民代表 2 名、大田市職員 2 名、民生児童

委員 1 名、事業所職員 4 名） 

 

１、登録実績と利用状況（R4.4 月末現在） 

 

 

 

 

 

※最少年齢 79 歳  最高年齢 97 歳  平均年齢歳 90.4 歳（4 月末） 

利用者数（男性 2 名・女性 15 名）平均要介護度 2.44 

・介護度別男女比（4 月末時点） 

 ３月 ４月 

 男性 女性 計 男性 女性 計 

介護１    2 4  2 4 

介護 2 1 7 7 1 7 7 

介護 3 1 6 7 1 6  7 

介護 4        

介護 5  1   1  

合計 2 16 18 2 16 18 

平均介護度 2.5 2.44 2.44 2.5 2.44 2.44 

 

２.近況報告  

4 月に終末期を迎えた利用者様の看取りケアを行った。取り組みの過程やご家族か

らの言葉などを紹介した。 

3、令和 4 年度 事業計画   

 別紙にて事業目標、重点実施項目について課長より説明した。 

4、 新型コロナウイルス感染症対策について 

  厚生労働省からの「介護職員のための感染対策マニュアル」に準じて 

  実施していることや就業前と休憩後の健康観察を行っていることを説明した。 

5、職員体制と各種研修参加予定、各種会議予定の説明 

【諸会議】（予定） 

職員会議：毎月第１水曜日 部署会議：毎月第 4 火曜日 

現在入居者数 17 名 
新規入居者数 

３月 2 名 

内

訳 

男 性   2 名 ４月 0 名 

女 性 16 名 
退居者数 

３月 1 名 

計  17 名 ４月 1 名 



各委員会：毎月第３週 

指針の委員会：衛生委員会、身体拘束廃止委員会、苦情解決委員会、褥瘡予防委員会 

リスクマネジメント委員会、感染症対策委員会、防火防災委員会 

    ＊月 1 回 ３カ月 1 回の定期開催、必要時は随時開催 

・職員体制 

職 種 業務内容 人数 

管理者 事業所の管理業務 1 名 

計画作成担当者 介護計画・連絡調整 2 名  

介護職員 直接介護業務 18 名 

看護職員 看護業務 1 名  

【外部研修】 

・職員研修…認知症対応型サービス事業管理者研修  1 名 

      認知症介護基礎研修          2 名 

      介護支援専門員専門研修        1 名 

6、行事予定 

月 行事名 月 行事名 

4  10 運動会 

5 
 

11 
芋煮会、波根文化祭  

外部評価（事業所自己評価）  

6 芋苗植え 12 餅つき、忘年会 

7 七夕会 orそうめん流し 1 初詣 新年会   

8  2 外部評価 

9 
敬老会 

3 
芸能大会（大田市） 福祉展（大田） 

花見 

※その他、波根地域での行事参加予定  

※新型コロナウイルスによる感染症対策のため、変更有り 

委員会名 目 的 開催日 

地域とつながる 

委員会 

・地域へ出向き、たてがみの郷を身近に感じてもらう 

・地域との連携に係わる企画調整を行う 

第 3 

金曜日 

満足のいく暮らし

委員会 

・利用者の方、ご家族への接遇が向上するように、自分個人

の態度を考える機会を設ける。あがってくる苦情を部署

のサービス向上に繋げる取り組みを考え、実践する。 

第 3 

火曜日 

安全に暮らす 

委員会 

・利用者が安全に暮らせる環境を整える 

・職員が安全に働ける環境を整える 

・防火・防災に対する職員の意識レベルの向上を図る 

・交通安全に関する企画調整、啓発活動を行う 

第 3 

月曜日 

健康を守る委員会 ・職員・利用者が健康管理に意識を持ってもらえるように

研修や声掛けをする。 

・感染症が発生・蔓延しないようにする。 

第 3 

木曜日 



 

7、その他 意見交換 

Q1．地域代表：グループホームというのは誰でも入居できる所なのか？ 

A1．GH：医師より認知症と診断された方で大田市内に住所があることが入居の基本

的条件になっている。要支援 2 の方から入居可能 

 

Q2．地域代表：現在の入居者の中に波根町の方は何人おられるのか。先程地域貢献へ

の取り組みについて説明があったが、地元でない人が行ってもわかるだろうか。 

A2．GH：波根町の方は一人のみ。ほかの地域の入居者の方は仕事を退職した後も小

学生の登下校見守りをはじめ、地域で様々な役を持っておられた方が多いため、

地域社会とのつながりを実感していただく意味でも取り組んでいきたい。 

 

Q3．地域代表：よく散歩している女性と職員の方を見かけるがどこの人か。 

A3．GH：グループホーム入居者であり、一人では転倒リスクが高いので付き添って

歩いている。歩く頻度や場所などは特に決めておらず、本人の思いを尊重して

対応している。しかしながら、散歩したこと自体を忘れ、時間帯に関係なく出

かけられるため、本人も職員も疲労が大きくなる現状がある。 

 

Q4．地域代表：中浜地域で毎年開催している自主防災訓練を 7 月に開催予定として

いる。たてがみの郷からも防災に関する講演や訓練を開催するのであれば地域

として参加したい。特に屋外でするようなものがあれば良い。 

A4．GH：毎年 2 回総合訓練を予定している。地域へも案内をしているので、感染状

況なども踏まえてお知らせする。 

 

（その他） 

・地域代表：大津自治会で彼岸花を植えた。時期に応じて散歩の際に楽しんで欲しい。 

・包括：社協さんに比べると影がうすいが、地域の困りごとや相談があればいつでも

受け付ける 

・次回は施設内の見学を予定。実際の活動を見学して意見交換を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回開催日：令和 4 年 7 月 21 日（木曜日）10：00～10：30 

 

 


